
  

 

シュリー･グルへの祈り 

グルマーイ・チッドヴィラーサーナンダによる歌唱 

 

Tvmev mata c ipta Tvmev   
Tvmev bNDuˇ sqa Tvmev| 
Tvmev iv·a ∂iv%= Tvmev  
Tvmev sv≠ mm devdev£ 

  

tvameva mātā ca pitā tvameva  

tvameva bandhuś ca sakhā tvameva | 

tvameva vidyā draviṇaṁ tvameva  

tvameva sarvaṁ mama devadeva || 
 

あなたは母であり、父であり、 

あなたは兄であり、友です。 

あなたは知識であり、富です。 

あなたは私のすべてです。あなたは私の神です。 

 

dUr kro duÚq ddR sb,  
dya kro wgvan| 

mn-miNdr me= {JJvl ho, 
tera inmRl >an£ 

 

dūra karo duḥkha darda saba,  

dayā karo bhagavān | 

mana-mandir mẽ ujjvala ho,  

terā nirmala jñān || 
 

私の心配や悲しみをすべて取り除いてください。 

慈悲を与えてください、おお、神よ！ 

あなたの純粋なる知識が 

私のマインドの神殿を照らしますように！ 

 



  

 

 

ijs (r me= ho AartI,  
cr%kml ict lag| 
tha~ h•r vasa kre=,  

Jyot AnNt jgay£ 
 

jisa ghara mẽ ho āratī,  

caraṇa-kamala cita lāg | 

tahā̃ hari vāsā karẽ,  

jyota ananta jagāy || 
 

あなたに向かって炎が揺らされ、 

あなたのハスのみ足が崇拝されるすべての家で、 

おお、ハリよ、あなたはあなたの無限の光の中に住みます。 

 

 

 

jha~ w¶ kItRn kre=,  
bhe πem d•ryay| 

tha~ h•r Hv% kre=,  
sTylok se Aay£ 

 

jahā̃ bhakta kīrtana karẽ,  

bahe prema dariyāy | 

tahā̃ hari śravaṇa karẽ,  

satyaloka se āy || 
 

信奉者があなたの名を歌い 

愛の小川が流れる所にはどこでも、 

あなたは耳を傾けるためにサッティヤ・ローカから降りて来ます。 

 

 



  

sb kü+ idya Aapne,  
w=e! k:~ Kya na&| 

nmSkar kI wá! k:~, 
jo#Ø˘~ mÖ dono= ha&£ 

 

saba kucha diyā āpane,  

bhẽṭa karū̃ kyā nāth | 

namaskāra kī bhẽṭa karū̃,  

joṛū̃ maĩ donõ hāth || 
 

おお、神よ、あなたは私にすべてを与えてくださいました。 

私はあなたに何をささげたらよいのでしょうか。 

両手を合わせ、私はあなたに敬意を表します。 

 

µ pU%RmdÚ pU%Rimd= pU%aRt pU%RmudCyte| 
pU%RSy pU%Rmaday pU%RmevavixZyte£ 

 

oṁ pūrṇamadaḥ pūrṇamidaṁ pūrṇāt pūrṇamudacyate | 

pūrṇasya pūrṇamādāya pūrṇamevāvaśiṣyate || 
 

オーム。それは完全なるものです。これも完全なるものです。 

完全なるものから完全なるものが生まれます。 

もし完全なるものから完全なるものが取られたなら、 

そこには完全なるものだけが残ります。 

 

µ xaiNtÚ xaiNtÚ xaiNtÚ£ 
 

oṁ śāntiḥ śāntiḥ śāntiḥ || 
 

オーム。平和！ 平和！ 平和！ 

 

sd«gu;na& mharaj kI jy 
 

sadgurunāth mahārāj kī jay 
 

真のグルに敬意を！ 
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＊＊＊ 
 

スワーミ・シャーンターナンダによる紹介 
 

シャクティパートの伝授を受けて以来、私は、受け取った祝福と贈り物の豊かさを思い出す時

に心の中に自然と生まれる感謝を認め尊ぶことを、グルマーイ・チッドヴィラーサーナンダから

学んできました。グルマーイの恩恵の変容の力、崇高な美徳を培い、神とグルと私自身の大い

なる自己は同じ光であるという確信を持ち続けることを私に促す彼女のかけがえのない教え、

彼女の無条件の愛、そして内なる旅の私の歩みを導く彼女の揺るぎない保護――日々それら

を思い出す時、私は心からの喜びで、「ありがとうございます、グルマーイ。ありがとう、本当に

ありがとうございます！」と言っている自分に気づきます。感謝に満ちた心は、報恩の念でグル

をたたえる方法を希求します。 

 

「シュリー・グル・ギーター」の朗唱の最後を含め、この感謝の祈りを歌うことはシッダ・ヨーギに

とって伝統です。この祈りは、バーバ・ムクターナンダの信奉者で有名な歌手であるハリ・オー

ム・シャランによって、1960 年代後半に作られました。これを創作するに当たって、彼はサンス

クリット語の教典の詩節と、自分で書いたヒンディー語の詩節を組み合わせました。 

 

この祈りは、『パーンダヴァ・ギーター』と名付けられたサンスクリット語の賛歌に由来する一節

からの、「トゥワメーヴァ・マーター」――「あなたは母です」――というフレーズで始まります。女

王ガーンダーリーは、神聖な叙事詩『マハーバーラタ』の中で、この言葉をクリシュナ神に呼び

掛けています。弟子として、女王は彼女のグルを献身的な愛と崇敬をもってたたえ、至高なる

祖先として、すべての友として、知識と富の源としても認めています。真の理解をもって、ガー

ンダーリーはグルをすべての大いなる自己として、そしてそれゆえに、彼女の人生におけるす

べての祝福の源として見ています。 

 



  

ハリ・オーム・シャランによってヒンディー語で書かれた続く四つの節は、内側の苦しみを取り

除き、マインドを照らす、グルとしての神に懇願しています。これらの詩節は、神の存在を体験

するための方法として、崇拝、献身的な愛、そして神聖な名前をチャンティングすることの力を

称賛しています。 

 

グルへの恩義を自覚して、弟子はこう省みます。「おお、神よ、あなたは私にすべてを与えてく

ださいました。私はあなたに何をささげられるでしょうか」。質問は心からの感謝から生じ、それ

に対して出る答えはこうです。「両手を合わせて、私は敬意をささげます」。敬意、すなわちナ

マスカーラをささげることによって、弟子は献身と共にグルを敬い、感謝の気持ちを表します。

この祈りの初めから終わりまで、グルからもたらされる祝福を弟子が認識することによって、感

謝は伝えられます。これらの敬意の中心には、グルを崇拝する感情、すなわちバーヴァが脈

打っています。 

 

祈りの後、『ブリハダーラニャカ・ウパニシャッド』からの、「オーム・プールナマダ」というフレー

ズで始まる、有名なサンスクリット語の一節を朗唱します。その前の五つの節で、弟子はグルを

肉体を有する大いなる師として述べています。この最後の節は、最高の真理のプールナ、す

なわち「完全さ」と「豊かさ」を呼び起こします。この完全さ、至高なる自己は、グルの中に、自

分自身の中に、創造物すべての中に存在します。 

 

この最後の節は、弟子が崇拝、祈り、あるいはサーダナーの実践のどれを通してであれグルを

たたえる時、持つべき根本的な気づきを思い出させるものとして機能します。その気づきとは、

至高なる自己と同一であるという弟子の気づきであり、それはすべてを一体性に結び付けます。

この気づきを持つことで、弟子は内なる平和を見いだします。 
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